


一般会計当初予算決まる
安心・安全なまちづくりに予算拡充

安心な生活があって こその、医療・教育・福祉・産業安心な生活があって こその、医療・教育・福祉・産業
３　月
定例会

会 期
３月１日から
　　１０日まで

（１０日間）

令和５年度予算概要

一般会計一般会計

特別会計特別会計
　特別会計合計額は 32億2444万9000円 です。

国民健康保険 �  １１億５８４０万２０００円
後期高齢者医療 �  １億６２５０万９０００円
介護保険 �  １３億６９５５万３０００円
農業集落排水 �  ４７５１万８０００円
公共下水道事業 �  ４億８６４６万７０００円 ハザードマップを利用して、防災について学ぶ子どもたち

　今定例会では、令和４年
度の補正予算および令和５
年度予算、「ひまわり温泉
ゆ・ら・ら」の条例の一部改
正等について審議され、す
べて原案どおり可決・承認
されました。
� （議案一覧はＰ８〜９）

　今年度の予算は、町民の身近な安全対策に重点を置き配分されました。
　水害対策としては、町が一丸となって、山形県で初の石子沢川流
域の「特定都市河川の指定」を目指し、気候変動による水害へ対応
できるまちづくりを進めます。また、消防施設・設備整備と消防事
務委託事業の充実や、子どもたちへの防災教育も予算化しています。
　空き家対策では、特定空き家等の解体工事費を計上し、事業を推
進させ空き家問題の解決を図ります。
　農業の将来を見据えた事業としては、新たに「紅花」を利用した
農業と観光の連携推進事業を行います。� （⇒関連記事Ｐ４・５）

5151億億56005600万円万円

歳　入歳　出

総額５１億５６００万円

貸付金
１億９１９万円　２．１％

その他　１億１４５８万円　２．２％

維持補修費
１億１１１２万円　２．１％

補助費等
７億３６６４万円　１４．３％

繰出金
７億８７０３万円　１５．３％

物件費
１１億３４９万円　２１．４％

普通建設事業費・災害
復旧事業費
２億１０８７万円　４．１％

自主財源自主財源
１９億９６１６万円１９億９６１６万円

３８．７％３８．７％その他の経費その他の経費
２９億６２０５万円２９億６２０５万円

５７．４％５７．４％

義務的経費義務的経費
１９億８３０８万円１９億８３０８万円

３８．５％３８．５％

投資的経費投資的経費
２億１０８７万円　２億１０８７万円　

４．１％４．１％

依存財源依存財源
３１億５９８４万円３１億５９８４万円

６１．３％６１．３％

公債費
４億７１７０万円　９．２％
借入金の元利償還金

人件費
１０億４９万円　１９．４％
議員・正職員・会計年度任用職員の給与等

※義務的経費：‌�支出が義務付けられ、任意
に節減できない経費

※投資的経費：‌�施設など、財産として将来
に残るものにかかる経費

総額５１億５６００万円※自主財源：町が自主的に収入する財源
※依存財源：‌�国や県から定められた額を

収入する財源

町債
１億１３９０万円　２．２％

国庫支出金
３億７９３３万円　７．４％

県支出金
３億２５４１万円　６．３％

地方消費税交付金
２億４０００万円　４．７％

地方譲与税
４１９８万円　０．８％

地方交付税
２０億３１６７万円　３９．４％

使用料および手数料　
４２６７万円　０．８％

繰越金　
１億５０００万円　２．９％

分担金および負担金　
３３０２万円　０．７％

町税　１０億１７１８万円　１９．７％
町民税・固定資産税・たばこ税などその他交付金　２７５５万円　０．５％

繰入金　
４億９２４万円　７．９％
財政調整基金などを崩して使うこと

諸収入　
１億３８２６万円　２．７％
貸付金元利収入

その他　
２億５７９万円　４．０％
財産収入・寄附金

扶助費
５億１０８９万円　９．９％
最低限の生活を保障する経済的援助

法人事業税交付金・地方特例交付金など
銀行などからの借入金

積立金・投資および出資金・予備費

歳出

前年度比１．７％減
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令和５年度予算の審議内容
全員協議会（３月３日～３月８日）の中から
各課ごとの目玉事業を紹介します。

中山町議会では、全員協議会を開き、
各課ごと予算案の説明を受け、集中的に質疑を行っています。

 健康福祉課：福祉を手厚く
◎障がい者自立支援事業　予算額　 ２億５０８4万7000円
内 容 　障がい福祉計画策定業務を新たに委託して充実を図るほか、介護給付・訓練等給付費・ 

障がい児通所給付費などを拡充します。

 建　設　課：危険空き家を除去
◎空き家利活用推進事業　予算額　 １３２８万１０００円
内 容 　特定空き家等の解体工事費を計上し、年度内に危険な空き家の解体・除去を行う予定 

です。また、空き家バンクの充実を図り、空き家の利活用を目指します。

 教　育　課：長崎・豊田 両小学校の体育館を明るく
◎長崎小学校施設管理事業　予算額　 ３４２６万２０００円
◎豊田小学校施設管理事業　予算額　 ３６１８万５０００円
内 容 　両小学校において、体育館の照明をＬＥＤに変更します。また、長崎小学校はプールクラッ

ク補修工事、豊田小学校はプールろ過機の改修工事と小プール塗装改修工事を行います。

 総合政策課：公共施設のあり方は
◎公共施設等総合管理計画改定事業　予算額 ９８１万９０００円
内 容 　公共施設等総合管理計画と公共施設再配置に係る検討支援策を業者に委託し、今後の 

公共施設のあり方を考え、町政の要となる計画をつくります。

 住民税務課：斎場を改修します
◎斎場管理運営事業　予算額　 ２２７７万３０００円
内 容 　建築後１３年が経過した斎場の火葬炉動力盤および制御盤等の老朽化に伴い、交換工事を

行います。（年間使用回数：令和３年１２６回、令和４年１８２回）

 議会事務局：議会を身近に
◎本会議録画配信に係る機器の導入およびマイクシステムＰＣの更新費用　予算額 652万8000円
内 容 　開かれた議会を目指すため、町議会の本会議を録画し、インターネット上で公開します。

町の公式ホームページなどからアクセスすると、どなたでも本会議の様子が見られます。

 産業振興課：将来の農業を担う／新たな観光の魅力を探る
◎農業担い手育成事業　予算額　 １１６６万３０００円
内 容 　将来の農業を担う人材の育成や、農業経営の安定化を図るために、認定農業者等への 

農薬補助や農業用機械導入経費の補助を行います。

◎多面的機能支払交付金事業　予算額　 ３２０６万４０００円
内 容 　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮のため、

農地維持活動としての草刈りや、資源向上活動とし
ての水路・農道の補修等、また、田んぼダム事業の
推進など、地域の共同活動に対し支援を行います。

◎観光振興事業　予算額　 １２１６万２０００円
内 容 　観光協会補助金、周遊ツアー造成・販売促進事業

の委託料のほか、新たに「紅花」を利用した農業と
観光の連携推進事業を行います。 旧柏倉家住宅前の紅花畑

 総務広報課：町民の安心・安全のため、消防力を強化
◎消防施設・設備整備事業　予算額 ３９６９万円

◎消防事務委託事業　予算額 ２億２００１万９０００円

◎防災教育事業委託料　予算額 ８８万円

内 容 　消防団拠点施設建設工事として、第２分団第１部（達
磨寺・向新田）のポンプ庫を現在の場所に新築します。

内 容 　令和５年度の山形市消防本部への委託料は２億１９７６万 
７０００円（前年度比３０００万円増額）となります。増額の理
由として、人件費の増額や物価高騰による車両購入費の
上昇および町の負担割合の増加によるものです。

内 容 　将来の町の防災担い手の育成のため、幼稚園や保育園、小学校・中学校と段階に即した
切れ目のない防災教育を実施します。

老朽化した現在の第２分団第１部ポンプ庫
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　３月定例会で第９回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算からそれぞれ１億８５９万 
６０００円を減額し、総額で５５億５５２６万４０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

今年度整備された町道柳沢岩谷線
予算を満額消化し、さらなる整備促進を

道路ストック点検・改修事業
　町が管理する町道の舗装工事２か所、橋梁３か所
を改修しました。歳入において、国の交付金の交付
決定により７５万４０００円を減額するとともに、歳出で
は、委託料や工事請負費などが確定したことによ
り、合計で１００２万１０００円を減額補正するものです。

改修工事は計画的・効果的にト

ピックス

２

コロナ以外の予防接種者数が減少

減量と分別にご協力を

前年度繰越金等を精算

感染症予防事業

ごみ処理事業

山形広域環境事務組合事業

　乳幼児予防接種のほか、風しんおよびインフルエンザの予防接種委託料等
について、出生数の減少や、コロナ禍による外出行動の抑制で通院機会が減
少したことなどが要因となり、接種者数が当初の見込みを下回り、委託料、
負担金補助および交付金等、合計で７９５万円を減額補正するものです。

　法務大臣から委嘱された民間の人たちで、
地域の皆さんから人権に関する相談を受け

　コロナ禍で各地区子ども会などの資源回収実施団
体が減少したため、資源回収協力金の交付実績によ
り５０万円を減額します。
　また、ごみ収集委託契約の請負差額３５０万円およ
び埋立ごみ処分委託料の実績により５０万円、合計で
４５０万円を減額補正するものです。

　前年度からの繰越金による構成市町負担金の精算やアルミ等資源物売却収入の見直しなどで、山形広域
環境事務組合負担金９４７万４０００円を減額補正するものです。（⇒関連記事Ｐ１５）

ト

ピックス

1

ト

ピックス

３

ト

ピックス

４

ごみは分別することで貴重な資源に変わります

令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算（第９号）（第９号）３月定例会請願と陳情（要望）３月定例会に陳情３件が提出されました。

陳　　情 日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを
取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情
受理年月日：令和４年１２月２７日

陳　　情 庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛 
するよう求める陳情
受理年月日：令和５年２月１０日

陳　　情 「新型コロナワクチン接種」に関する陳情書
受理年月日：令和５年２月１６日

人権擁護委員
　　　　適任と答申

人権擁護委員とは

渡
わた

辺
なべ

 聖
せい

子
こ

 氏
（向新田・６７歳　再任）

任期：令和５年７月１日～
　　　令和８年６月３０日

令和５年 中山町議会３月定例会日程表
期　　日 会　　議 備　　考

３月１日（水） 本　会　議 町長所信表明
一般質問

３月２日（木） 本　会　議
議第１号〜議第３号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
議第４号〜議第９号　一括提案理由の説明
議第１０号〜議第１９号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

３月３日（金） 休　　　会
（全員協議会）

午前　令和５年度当初予算に係る説明、質疑　総合政策課
午後　令和５年度当初予算に係る説明、質疑　総務広報課

３月６日（月） 休　　　会
（全員協議会）

午前　令和５年度当初予算に係る説明、質疑
　　　　　　　住民税務課（国民健康保険・後期高齢者医療）／会計室
午後　令和５年度当初予算に係る説明、質疑　産業振興課／農業委員会

３月７日（火） 休　　　会
（全員協議会）

午前　令和５年度当初予算に係る説明、質疑　健康福祉課（介護保険）
午後　令和５年度当初予算に係る説明、質疑　教育課

３月８日（水）
休　　　会

（全員協議会）
（議会運営委員会）

午前　令和５年度当初予算に係る説明、質疑
　　　　　　　建設課（農業集落排水・公共下水道）／議会事務局

３月９日（木） 休　　　会 ―

３月１０日（金）
本　会　議

（全員協議会）
（議員懇談会）

議第４号〜議第９号　各件毎質疑、討論、採決
選挙（最上川中部水道企業団議会議員）
議員派遣　閉会中の継続調査

人 事 案 件 check

問題解決のお手伝いをしたり、関係機関と協力し人
権侵害から被害者を救済する活動などを行っていま
す。また、人権について関心を持ってもらえるよう
啓発活動なども行っており、現在、当町では４人の
方が活動しています。
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その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

木
村　
幸
広

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議第
１号

令和４年度中山町一般会計補正予算（第９号）について
歳入歳出予算それぞれ１億８５９万６０００円減額し、歳入歳出予算総額を
５５億５５２６万４０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２号
令和４年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について
歳入歳出予算それぞれ５８０万４０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１２億１２１１万６０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

３号
令和４年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ８４３万３０００円減額し、歳入歳出予算総額を
４億９６２２万６０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４号
令和５年度中山町一般会計予算について
歳入歳出予算総額それぞれ５１億５６００万円と定める
前年度比８７００万円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５号
令和５年度中山町国民健康保険特別会計予算について
歳入歳出予算総額それぞれ１１億５８４０万２０００円と定める
前年度比４３１万４０００円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６号
令和５年度中山町後期高齢者医療特別会計予算について
歳入歳出予算総額それぞれ１億６２５０万９０００円と定める
前年度比２８６万１０００円の増

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

７号
令和５年度中山町介護保険特別会計予算について
歳入歳出予算総額それぞれ１３億６９５５万３０００円と定める
前年度比２３１８万２０００円の増

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

８号
令和５年度中山町農業集落排水特別会計予算について
歳入歳出予算総額それぞれ４７５１万８０００円と定める
前年度比４８３万６０００円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

９号
令和５年度中山町公共下水道事業特別会計予算について
歳入歳出予算総額それぞれ４億８６４６万７０００円と定める
前年度比２７４７万５０００円の減

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１０号
中山町個人情報保護法施行条例の設定について
個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、同法の施行に関し必要な
事項を定める必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１１号
中山町情報公開・個人情報保護審査会条例の設定について
個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、中山町情報公開・個人情
報保護審査会の設置等に関し必要な事項を定めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１２号
特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の 
制定について
町長、副町長及び教育長の給料月額における減額措置期間を延長する
必要があるため（減額率：町長１０％、副町長５％、教育長３％）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１３号
中山町町税条例の一部を改正する条例の制定について
日帰り入浴施設の利用を推進することにより、高齢者、地域住民の心
身の健康増進を図るとともに、交流の促進に資するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

３月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

＊注：議長は採決に加わりません。

　２月１日、令和５年第１回臨時会が開催され、中山町議会議員補
欠選挙（１月１０日告示）において当選された木村幸広議員の議席指
定および常任委員・特別委員の選任が行われました。

【議席番号】
　８番

【常任委員】
　厚生産業常任委員会

【特別委員】
　◦‌�国道１１２号及び国道４５８号
　　整備促進特別委員会
　◦治山・治水特別委員会
　◦‌�柏倉家住宅保存・利活用
　　特別委員会
　◦‌�新型コロナウイルス感染症

対策特別委員会
【抱負】
　‌�　みんなの声を町政に
　　福祉と暮らしの充実を

議席の変更（本会議場）議席の変更（本会議場）※※赤赤が変更箇所ですが変更箇所です

傍聴席（定員３０人）

議会
事務局

質問席

教育課
課長教育長

議会事務局

演　台町長副町長総務広報課
課長

総合政策課
課長

住民税務課
課長

健康福祉課
課長

産業振興課
課長

建設課
課長 議長席

１番
佐

東
幸

治

２
番

須
貝

勝
司

３番
夛田慎二

４番
鈴木徹雄５番

渡辺博文
６番

斎藤眞一

７番村山　隆

８番木村幸広

９
番

佐
竹

英
規

１０番

鎌
上

　
徹

臨時会が開催されました

木
き

村
むら

 幸
ゆき

広
ひろ

 議員
（梅ヶ枝町・６１歳）

※前年度比は令和４年度当初予算との比較

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

木
村　
幸
広

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

１４号
中山町災害見舞金の支給に関する条例の一部を改正する条例の 
制定について
中山町被災者生活再建支援金支給要綱に基づく被災者生活再建支援金
との重複支給を避けるため、条例を整備する必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１５号
中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の設置 
及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
中山町町税条例の改正に伴い、中山町町民休養交流センター「ひまわ
り温泉ゆ・ら・ら」の利用料金（内訳）の一部を改定するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１６号
中山町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
健康保険法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴い、関係する‌
条例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１７号
中山町議会の個人情報の保護に関する条例の設定について
議会における個人情報の適正な取り扱いに関し必要な事項を定めるこ
と等に伴い、関係条例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１８号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、引き続きその候補者を推薦するに当た
り、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１９号
山形連携中枢都市圏航空写真撮影及びデータ化業務に関する協定
の締結について
山形市、東根市及び山辺町との間に山形連携中枢都市圏航空写真撮影
及びデータ化業務に関する協定を締結するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊
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木村　幸広 議員（１１ページ）

▪‌▪‌��町民みんなの願い町民みんなの願い
　災害のない暮らしやすい中山町へ　災害のない暮らしやすい中山町へ
▪‌▪‌��国保税 町独自の軽減策は国保税 町独自の軽減策は
▪‌▪‌��石子沢川左岸の桜並木について石子沢川左岸の桜並木について

佐東　幸治 議員（１２ページ）

▪‌▪‌��デジタル教育と自然体験活動の両立をデジタル教育と自然体験活動の両立を
▪‌▪‌��職場案内窓口設置について職場案内窓口設置について（掲載省略）（掲載省略）

夛田　慎二 議員（１３ページ）

▪‌▪‌��障がい者福祉について障がい者福祉について
　条例制定後、どうなった？　条例制定後、どうなった？
▪‌▪‌��避難所の開設・運営について避難所の開設・運営について

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員個人が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員が問いただすものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

３人の議員が一般質問
　３月定例会では、３人の議員が７件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

一 般 質 問一 般 質 問

木
き

村
むら

 幸
ゆき

広
ひろ

 議員

問　
地
域
住
民
が
不
安
を

感
じ
て
い
る
石
子
沢
川
排

水
機
ポ
ン
プ
の
停
止
基
準

を
、
住
民
の
方
に
て
い
ね

い
に
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
石
子
沢
川
排
水
機

場
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
か
ら
示
さ
れ

た
「
石
子
沢
川
排
水
機
場

操
作
要
領
」
に
基
づ
き
行

わ
れ
て
い
る
。
稼
働
状
況

は
、
住
民
の
生
命
・
財
産

に
関
わ
る
た
め
、
広
報
紙

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
説
明
し
て
い
く
。

問　
特
定
都
市
河
川
制
度

の
対
策
協
議
会
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
の
声
を
十

分
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

町
長　
特
定
都
市
河
川
に

指
定
さ
れ
る
と
、
流
域
水

害
対
策
協
議
会
を
創
設
す

る
。
こ
の
協
議
会
は
河
川

管
理
者
や
県・町
の
ほ
か
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
。

問　
度
重
な
る
内
水
氾
濫

を
な
く
す
た
め
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　
「
流
域
水
害
対
策

計
画
」
に
基
づ
き
、
確
実

に
水
害
対
策
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
で
、
内
水
被
害

の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
防
災
行
政
無
線
の
戸

別
受
信
機
を
浸
水
常
襲
地

域
の
住
民
に
優
先
的
に
貸

し
出
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
日
中
、
７５
歳
以
上

問　
子
育
て
支
援
や
滞
納

改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
、
均
等
割
の
免
除
を

町
独
自
に
１８
歳
ま
で
引
き

上
げ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

厚
生
労
働
省
は

「
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
に
関
す
る
事
項
は
、
政

令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ

て
条
例
で
定
め
る
こ
と
」

と
し
て
お
り
、
子
ど
も
の

均
等
割
の
独
自
軽
減
を
行

う
考
え
は
な
い
。

　
子
育
て
支
援
は
国
民
健

康
保
険
制
度
の
中
で
は
な

く
、
町
独
自
の
事
業
で
何

が
で
き
る
か
検
討
し
て
い

く
。

の
方
だ
け
と
な
る
世
帯

や
、
避
難
行
動
に
時
間
を

要
す
る
世
帯
を
対
象
に
、

新
た
に
戸
別
受
信
機
を
貸

し
出
し
す
る
た
め
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

問　
浸
水
が
繰
り
返
し
発

生
し
て
い
る
地
域
の
方
の

車
の
避
難
に
つ
い
て
、
で

き
る
だ
け
近
く
の
浸
水
し

な
い
場
所
を
協
定
等
に
よ

り
避
難
駐
車
場
と
し
て
確

保
で
き
な
い
か
。

町
長　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
と
、
特
定
の
場
所

や
施
設
を
避
難
駐
車
場
と

し
て
町
が
指
定
す
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
る
。
現

在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
の
南
側
に
整
備
し
て

い
る
垂
直
避
難
拠
点
を
、

避
難
駐
車
場
と
し
て
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

私
の
思
い

　
水
害
は
待
っ
た
な
し
。

万
全
の
対
策
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

町民みんなの願い町民みんなの願い
災害のない暮らしやすい中山町へ災害のない暮らしやすい中山町へ

整備された桜並木
（４月１０日撮影）

国
保
税

国
保
税  

町
独
自
の
軽
減
策
は

町
独
自
の
軽
減
策
は

石
子
沢
川
左
岸
の
桜
並
木
に
つ
い
て

石
子
沢
川
左
岸
の
桜
並
木
に
つ
い
て

問　
こ
の
桜
の
木
は
誰
が

植
栽
し
た
も
の
か
。

町
長　
山
形
新
聞
・
山
形

放
送
提
唱
に
よ
る
「
最
上

川
さ
く
ら
回
廊
」
事
業
で

植
栽
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問　
桜
の
木
の
枝
が
車
道

ま
で
伸
び
、
近
隣
住
民
の

生
活
に
支
障
が
出
て
い

る
。
管
理
責
任
は
誰
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
支
障
枝
の
せ
ん
定
な

ど
は
地
元
と
協
議
の
上
進

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
当
桜
並
木
は
町
が

管
理
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
せ
ん
定
に
つ
い
て

は
、
地
区
か
ら
の
要
望
に

沿
っ
て
実
施
し
て
お
り
、

今
後
の
作
業
に
つ
い
て
も

区
長
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。
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一 般 質 問

夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員

障がい者福祉について障がい者福祉について
� 条例制定後、どうなった？� 条例制定後、どうなった？

一 般 質 問

佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

デジタル教育とデジタル教育と
� 自然体験活動の両立を� 自然体験活動の両立を

県内の市町村で一番最初に手話言語条例が制定された当町。今後の取り組みが注目されています。

自分で考え、いきいきと遊ぶ子どもたち
（最上川堤防でのソリすべり）

避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
つ
い
て

避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
つ
い
て

問　

令
和
３
年
１２
月
に

「
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」、「
手
話
言
語

条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
条
例
制
定
後
、
ど

の
よ
う
な
施
策
が
計
画
お

よ
び
実
施
さ
れ
た
の
か
。

　
町
長　
「
第
６
期
中
山
町

障
が
い
福
祉
計
画
」
の
中

で
、
障
が
い
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
。
ま

た
、
障
が
い
を
理
由
と
す

る
差
別
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
る
窓
口
を
設
置

し
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

　
「
手
話
言
語
条
例
」
の

問　
文
部
科
学
省
が
進
め

る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
」に
よ
り
、学
校
教
育

の
現
場
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
い
る
。
こ
の
学
習

環
境
の
変
化
に
お
い
て
、

現
段
階
で
効
果
的
に
学
習

は
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

活
用
に
よ
り
、
検
索
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
動

画
作
成
な
ど
に
取
り
組
み
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い

る
。ま
た
、実
技
や
演
奏
、

ス
ピ
ー
チ
の
動
画
を
撮
影

し
、
技
能
や
表
現
力
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
町
内

３
校
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
合

施
策
に
つ
い
て
は
、
山
形

県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
会

長
が
当
町
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
連
携
し
て
行

え
る
事
業
等
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

　
学
校
・
団
体
・
事
業
者

等
を
対
象
と
し
た
無
料
の

手
話
出
前
講
座
の
受
付
を

同
集
会
や
、
地
域
の
商
店

と
協
力
し
接
客
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
開
発
す
る
な

ど
、
他
市
町
と
比
べ
て
も

先
進
的
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

問　
学
校
教
育
で
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
使
用
す
る
に
あ

た
っ
て
の
課
題
や
弊
害
は

あ
る
の
か
。

教
育
長　

ハ
ー
ド
面
に
お

い
て
は
、
カ
メ
ラ
の
不
具

合
が
多
く
み
ら
れ
、
機
器

の
更
新
や
付
属
品
の
更
新

も
適
宜
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
最
新
情
報
を

ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る

か
、
加
え
て
、
子
ど
も
た

ち
の
適
切
な
使
用
方
法
と

モ
ラ
ル
教
育
の
実
施
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
教
育
の
現
場
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
ア
ナ
ロ
グ

な
活
動
時
間
を
増
や
す
必

問　
町
の
避
難
所
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
や
避

難
所
運
営
組
織
の
活
動
内

容
な
ど
を
ま
と
め
た
、
避

難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
作
成
さ
れ
た
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

町
長　
町
で
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
手
順
に
従
い
、
担
当

職
員
に
よ
る
開
設
訓
練
を

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
で
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
場
合
に
は
、
町
職

員
の
確
保
が
で
き
な
い
場

合
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
間

は
施
設
管
理
者
と
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
避
難
所
開
設
を
行

う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た

め
自
主
防
災
組
織
等
の
役

員
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
避
難
所
開
設
訓
練

の
実
施
な
ど
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
活
用
に
向
け
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

い
る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
よ
り
教
職
員
の
負

担
が
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
捉
え
て
い

る
が
、
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
は
、
町
校
長
会
と

教
育
委
員
会
で
先
進
校
の

視
察
を
行
う
な
ど
、
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。
義

務
教
育
９
年
間
の
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
と
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
と
い
う
視

点
は
、
と
も
に
重
要
な
検

討
課
題
で
あ
り
、
学
校
の

あ
り
方
全
体
を
検
討
し
て

い
く
。

問　
現
在
、
小
・
中
学
校

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
、
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
員
の

配
置
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
教
育
を
考
え
て
い

る
と
思
う
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も
あ
り
、
自
然
体
験
な

ど
の
活
動
が
少
な
い
と
感

じ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
を
社
会
教
育
活

動
で
補
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

教
育
長 

町
で
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
「
中
山
町
子
ど

も
教
室
」
を
運
営
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
本
事
業

を
通
じ
て
の
自
然
体
験
活

動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。私

の
思
い

　
子
ど
も
た
ち
を
、
自
然

が
、
地
域
が
、
人
が
包
み

込
む
教
育
を
。

町
長　
事
業
者
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、

町
内
で
開
業
す
る
方
は

「
中
山
町
開
業
支
援
事
業

補
助
金
」
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
手

話
通
訳
者
の
派
遣
に
つ
い

て
は
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
う
し
た
と

き
、
教
職
員
の
負
担
が
増

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
体
制

や
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
、
そ
の

た
め
に
も
、「
小
中
一
貫

教
育
」
の
導
入
が
不
可
欠

な
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

校
外
宿
泊
学
習

を
は
じ
め
、
体
験
的
な
行

事
や
、
理
科
で
の
観
察
・

実
験
の
積
極
的
な
実
施
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
に
偏
る
こ

と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
学
習
活
動
を
進
め
て

問　
町
避
難
所
運
営
委
員

会
に
は
女
性
か
ら
も
参
加

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
そ
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

町
長　
女
性
や
子
育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た

運
営
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
運
営
委
員
会
へ
女

性
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
女
性
の
視
点
が
反
映

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
平
常
時
か

ら
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

る
啓
発
活
動
を
行
い
、
女

性
も
避
難
所
運
営
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

私
の
思
い

　
こ
れ
ま
で
、
全
国
各
地

の
避
難
所
で
同
じ
よ
う
な

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
続
け

て
い
る
。
災
害
関
連
死
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
安
心
で

き
る
避
難
所
運
営
を
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
を

窓
口
に
し
て
行
っ
て

お
り
、
ま
だ
実
績
は

な
い
が
広
報
啓
発
活

動
を
強
化
し
、
利
用

の
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
手
話

教
室
を
年
１０
回
開
催

し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
は
１６
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。

問　
事
業
者
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
手
話

通
訳
者
の
派
遣
を
依

頼
す
る
際
の
支
援
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
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旧柏倉家住宅で展示された、「５人の立ち官女」が特徴の古今雛
村山広域水道と共同で水道管埋設工事を
行うことで工事費を抑制しています

クリーンセンター改修工事の進捗状況
【受入槽等の防食作業（中継槽防食工事）】

令和５年度旧柏倉家住宅関係予算は１５０９万円
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：佐竹英規）

　２月１日、第２７回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催されました。
　報告された内容は以下のとおりです。

１　旧柏倉家住宅保存活用計画案について
　この計画は「旧柏倉家住宅」の現状と課題を把握し、①「保存・活用の考え方やそのために必要な
事項、町が自主的に保存・活用できる範囲を明らかにすること」、②「中山町と山形県、文化庁の合意
形成をすることにより中山町による自主的な保存・活用が円滑にされること」を目的に作成されます。
　計画は計画期間を令和５年４月１日から令和１０年３月３１日までとし、第４回柏倉家住宅保存活用会
議、パブリックコメント（３月１０日まで実施）を経て、文化庁へ提出することが説明されました。

２　ガバメントクラウドファンディングの結果について
　町では旧柏倉家住宅修繕事業の財源確保のため、募集期間を９月１５日から９０日間、目標額を３５０万
円に設定しクラウドファンディングを行い、期間中に７３人から合計で３０８万９０００円の寄附があり、目
標額に対し達成率は８８．３％となりました。
　目標額には達しなかったものの、返礼品希望者が見込みより少なかったことから、実質的な収入は
約２２２万７０００円となり、予定していた避雷針ワイヤー交換、板塀修理、茅葺屋根一部葺き替え、裏山
の池の浚

しゅん
渫
せつ

工事の全てが実施されることが報告されました。

令和５年度組合予算 公債費の増や物価高騰に伴い３億円余りの増加
山形広域環境事務組合議会報告

　３月２４日、令和５年第１回最上川中部水道企業団議会定例会が開催されました。上程議案は６件で、
全て原案どおり可決されました。主なものは以下のとおりです。

電気料金の高騰を考慮した令和５年度予算を可決
最上川中部水道企業団議会報告

　２月１５日、山形広域環境事務組合議会２月定例会が開催されました。上程議案は４件で、全て原案
どおり可決されました。
１　令和４年度山形広域環境事務組合補正予算（第１号）について

着工前

完　了

➡

　前年度からの繰越金による精算（Ｐ６参照）や、アルミ等資
源物売却収入等の雑入および組合債の増額、組合市町負担金の
減額等、総額で９７４５万１０００円を増額するものです。
２　令和５年度山形広域環境事務組合予算について
　歳入歳出総額は３９億４９７３万３０００円となり、前年度当初予算と
比較して、３億４８１１万３０００円の増額となります。
　これは、山形広域クリーンセンターの改修工事やエネルギー
回収施設の物価上昇に伴う運営委託料の増額、半郷および立谷
川清掃工場解体工事に係る地方債の元金償還開始に伴う公債費
の増額等によるものです。
３‌�　山形広域環境事務組合個人情報の保護に関する法律施行条

例の設定について
４　山形広域環境事務組合情報公開条例の一部改正について
　以上２件は、国の法律の施行、改正に伴い、設定・改正する
ものです。

◦令和４年度最上川中部水道企業団事業会計補正予算（第３号）について
　水道事業収益１４３万７０００円、水道事業費用１５８８万６０００円をそれぞれ減額し、資本的収入を５２１万円増
額、資本的支出は一部工事を令和５年度に実施するため２６３３万８０００円を減額するものです。

３　令和５年度旧柏倉家住宅関係事業の予算編成について
　令和５年度旧柏倉家住宅等関係予算（案）についての説明が行われ、歳入に関しては旧柏倉家住宅
の入館料８０万円（入館者１，６００人）のほか、地方創生推進交付金、ふるさと応援基金繰入金（ふるさ
と納税）などを見込んでいることが説明されました。
　歳出の内訳は、施設管理事業として、業務をできるだけ包括的に委託し、受託団体の創意工夫を促

し、効率化および経費の圧縮
を図り、合計で１０１７万３０００
円。また、修繕事業として、
惣右衛門家の雨漏り修繕費用
や、文化庁などから修理等に
ついて指導・助言を仰ぐため
の現地指導報償など、合計で
１６４万円。公開事業として、
平日の団体見学（月２回程度）
受入れを実施し、ひなまつり
および紅花まつりを開催して
いる「黒塀のまちなみ保存・
活用協議会」への補助金５０万
円など、合計で３２７万８０００円
を計上していることが説明さ
れました。

◦令和５年度最上川中部水道企業団事業会計予算について
　水道事業収益を６億７１６２万１０００円、資本的収入を１１９６万８０００
円、水道事業費用は電気料金の高騰などを考慮した５億８９２７万 
３０００円、資本的支出を１億４１１５万１０００円とするものです。

・その他として、令和４年度土橋地内工事状況について、社会情
勢の影響により材料納品に遅延が発生したため、一部工事を次年
度に繰り越し、山形県企業局発注の最上堰推進工事については５
月下旬まで工期が延長されることが報告されました。
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令和４年度設置状況調査　設置率６７％

タブレット上の会議資料にメモを書き込み保存できます（３月定例会本会議の様子）

令和２年７月豪雨で被害を受けたあおば地区

最上川と併せて、石子沢川流域治水の整備を
石子沢川特定都市河川制度研修会報告

　２月７日、前回の治山・治水特別委員会活動
で報告された「石子沢川の特定都市河川指定」
に向けた制度の研修会が開催されました。
　研修会では、国土交通省東北地方整備局よ
り、全国・東北の河川を取り巻く最近の状況と
流域治水・特定都市河川制度について説明を受
けました。

最上川長崎観測所における、既往洪水と水位のワースト５
観測所名 長崎（中山町）
河 川 名 最上川
順　　位 水位（ｍ） 発生年月 名称等

１ １６．２２ 令和２年７月２７～２９日 令和２年７月豪雨
２ １５．８０ 昭和４２年８月２９日 羽越豪雨
３ １５．６６ 令和４年８月３～４日 東北地方大雨
４ １５．２５ 昭和３１年７月１７日 大　　雨
５ １５．１０ 昭和３２年７月８日 大　　雨

　議会としても、特定都市河川の指定に向けて、町と協力して取り組んでいきたいと思います。

豪雨による洪水被害を軽減するために
令和４年度　田んぼダム効果解析報告会

　このたび中山町議会では、効率的で迅速な議会運営および議案審議並びに情報の共有、議会の活性
化等を推進するため、議会用タブレット端末を導入しました。
　議員懇談会等の場で議員全員での議論を重ね、全員の賛成により導入することが決定して以降、こ
れまで操作方法などの講習会を複数回行い、令和５年３月定例会より使用を開始しています。

　当面は紙資料を併用しながらの運
用となりますが、資料の印刷や送
付、メールによる諸連絡など、これ
まであった事務作業の軽減が図られ
ます。
　今後も、進化するデジタル技術に
柔軟に対応しながら、議会活動にお
いて有効に活用していきます。

　２月２２日、田
※

んぼダム効果解析報告会が中央公民館大ホールで開催され、中山町議会全議員と町内
外の行政関係者、田んぼダム事業および農業関係者など約１００人が参加しました。
　中山町では令和２年７月豪雨発生後、最上堰広域活動組織が実施主体となり、田んぼダムの取り組
みを行っています。令和４年度は、大雨時の田んぼダムによる被害軽減の解析を新潟大学に委託しま
した。本報告会では新潟大学の宮津進助教らにより、田んぼダムの仕組みや他市町での取り組みなど

※‌ �田んぼダムとは、調整板を設置し水田の排水口を小さくすることで、大雨時に一時的に田んぼに水を溜め、
ゆっくりと排水することで、下流の農地や宅地の洪水被害を軽減する取り組みのこと。

を踏まえながら、令和２年７月豪雨を
想定したシミュレーションを用いた解
析結果の報告および解説が行われまし
た。その中で、田んぼダムによる効果
を十分に得るには、継続的に取り組ん
でいくことが重要であるとの説明があ
りました。
　しかし、田んぼダムによって全ての
水害を防げるわけではなく、これまで
同様に町民の皆さまのご理解とご協力
を得ながら、災害に強いまちづくりを
官民連携で進めていくことが重要です。

進 化 す る 中 山 町 議 会
タブレット端末を導入

１　水災害の激甚化
　東北地方の年平均気温は、長期的にみても１００年あたり１．３度の割合で上昇しているとみられ
ています。その影響で時間雨量８０㎜以上の降雨の年間発生回数は増加の傾向にあり、東北地方
では、近１０か年で短時間豪雨が毎年のように発生しています。

研 修 内 容

２　最上川水系の出水概要
　令和２年の水害では、中山町
のほか、河北町・大石田町で、
昭和４２年の羽越豪雨水害におけ
る最高水位を超えました。令和
４年の大雨による出水は、前線
や低気圧の影響により、線状降
水帯が発生し、２４時間雨量は多
いところで４００㎜を記録しまし
た。

４　法的枠組みを活用した治水対策
　特定都市河川に指定されると、土地利用規制等のソフト対策を含む流域水害対策計画に位置
づけられた国・都道府県・市町村・民間事業者等が実施するハード対策を計画的かつ集中的に
実施することができ、早期に治水安全度の向上を図ることができます。

３　流域治水の実践
　治水計画を、「過去の降雨実績に基づく計画」から

「気候変動による降雨量の増加などを考慮した計画」
への見直しを行います。そのため、河川流域のあらゆ
る関係者が協働して流域全体で行う治水対策、「流域
治水」への転換が必要です。

被害状況を県知事に説明し支援を要請
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表彰式に村山委員長が出席し、賞状の伝達を受けました
（２月１３日　県自治会館）

山形県町村議会広報コンクール「なかやま議会だより」「なかやま議会だより」４年連続４年連続受賞！！受賞！！
　「なかやま議会だより第１９号」が、第２８回山形県町
村議会広報コンクール（応募総数１７作品）において、

「入選」を受賞しました。
　「なかやま議会だより」の県町村議会広報コンクー
ルでの受賞は、４年連続４回目となります。
　今後とも、町民の皆さまに親しまれる議会だよりを
目指し、「伝える」から「伝わる」紙面づくりに努め
てまいります。

広報コンクール審査員からの一言
◦‌�写真の配置を含めたレイアウト等から編集技術の高さを感じる。
◦‌�各議案に対する議員の賛否を一覧にしている点を評価したい。
◦‌�一般質問は読みやすいフォーマットです。ただ、関連写真は原

則として掲載するようにしたい。
◦‌�多色で、色味も強めであるため、少しうるさく感じる方もいる

のではないか。

令和３年度一般会計補正予算
令和３年度一般会計補正予算（第４号）（第４号）

令和３年度一般会計補正予算
令和３年度一般会計補正予算（第５号）（第５号）

　９月定例会で第４回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ２億５６１４万円

を増額し、総額で５３億２９６８万３０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

　歳入歳出予算にそれぞれ２００万円を増額し、総額で５３億３１６８万３０００円とするもの

です。
　新型コロナウイルス感染症対策として、学校等における感染拡大防止に資するた

め、３歳から中学３年生までの幼児・児童・生徒約１，０１０名に、１人につき１００枚の

不織布マスクを配布するものです。

ワクチン接種進む（全額国庫負担）

新型コロナウイルスワクチン接種事業

　１０月以降のワクチン接種事業をスムーズに進めるた

めに、事業経費全額を国庫負担で見込み、コールセン

ター受付業務委託料１７７万１０００円、個別接種委託料

８３１万３０００円、集団接種医師等報償２７６万１０００円など、

計１４７１万６０００円を増額補正するものです。

ト
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1
ワクチン接種率（令和３年10月11日現在）

1２歳以上
～６４歳

（６0６0人）

６5歳以上

（４10６人）

合　計

（101６６人）

１回目
5144人

（84．9％）
３804人

（92．6％）
8948人

（88．0％）

２回目
３895人

（64．３％）
３750人

（91．３％）
7645人

（75．2％）

保育料無償化に向けて
保育・教育施設給付事業

　令和３年９月から県が施行する「山形県保育料無償化に向けた段階的負担軽減事業」に合わせ、町単独

費を上乗せし、一定の所得階層世帯の保育料を無償化します。対象は、ぴーすこども園・なごみ保育園・

ながさき幼稚園となります。

　具体的には、地域型給付費８２万５０００円、中山町すこやか保育事業補助金３５２万８０００円、中山町保育料段

階的負担軽減補助金１０５万円、計５４０万３０００円（うち、５２６万６０００円は県交付金）を増額補正するものです。

ト
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今冬の除雪体制を整える
道路除雪事業

　除雪車両稼働状況確認について、ＧＰＳ端末を活用した除

雪管理システムを導入し、除雪に係る町および受託業者の経

費節減を図ります。

　また、県から払い下げ車両（使用時間約６７００時間の除雪

ドーザ（１３ｔ））を購入し、除雪体制を整えるため、除雪管

理システム借上料３３６万８０００円、除雪車両購入費１２１万円な

ど、計４７７万８０００円を増額補正するものです。

県から購入した除雪ドーザ

その議案に私は賛成、私は
反対

その議案に私は賛成、私は
反対

９月定例会 採決状況
○賛成　●反対　 欠席　 退席

議
案
番
号

議案名と主な内容

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長

佐
東

　幸
治

須
貝

　勝
司

夛
田

　慎
二

鈴
木

　徹
雄

渡
辺

　博
文

斎
藤

　眞
一

村
山

　
　隆

欠
　員

佐
竹

　英
規

鎌
上

　
　徹

議第
55号

令和２年度中山町一般会計歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊令和２年度中山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

5６号
令和３年度中山町一般会計補正予算（第４号）について

歳入歳出予算それぞれ２億5６1４万円増額し、歳入歳出予算総額を5３億２９６８万３000円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

5７号
令和３年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

歳入歳出予算それぞれ３８４７万1000円増額し、歳入歳出予算総額を1２億501８万３000円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

5８号
令和３年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

歳入歳出予算それぞれ1２２万４000円増額し、歳入歳出予算総額を１億50２４万４000円とする

広域連合納付金１億４３1２万1000円（保険料等負担金および事務費負担金として）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

5９号
令和３年度中山町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

歳入歳出予算それぞれ２４６９万1000円増額し、歳入歳出予算総額を1３億２９９5万円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６0号
令和３年度中山町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について

歳入歳出予算の総額をそれぞれ変更せず、歳入歳出予算総額を5６２８万９000円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６1号
令和３年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

歳入歳出予算それぞれ６1２万９000円増額し、歳入歳出予算総額を５億８３９万２000円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６２号
令和２年７月豪雨の被災者に対する令和３年度国民健康保険税の特例に

関する条例の設定について

令和２年７月豪雨の被災者を、令和３年度分保険税を減免することにより救済するため
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６３号
中山町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
地方税法の一部改正に伴い、関係する条例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６４号
中山町教育委員会委員の任命について

中山町教育委員会委員原田一廣氏は、令和３年９月３0日に任期が満了するので、

その後任者を任命するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６5号
中山町固定資産評価審査委員会委員の選任について

中山町固定資産評価審査委員会委員橋本秀郎氏は、令和３年９月３0日に任期が満

了するが、引き続き同人を中山町固定資産評価審査委員会委員に選任するため
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６６号
中山町固定資産評価審査委員会委員の選任について

中山町固定資産評価審査委員会委員亀井浩之氏は、令和３年９月３0日に任期が満

了するが、引き続き同人を中山町固定資産評価審査委員会委員に選任するため
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６７号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の欠員に伴い、新たにその候補者を推薦するに当たり、人権擁護

委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるため
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６８号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見

書の提出について （⇒関連記事Ｐ１０）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６９号
令和３年度中山町一般会計補正予算（第５号）について

歳入歳出予算それぞれ２00万円増額し、歳入歳出予算総額を5３億３1６８万３000円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７0号 米の需給調整に関する意見書の提出について （⇒関連記事Ｐ１１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。
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　官軍山形藩と幕府軍荘内藩の戦場となった落合地区の橋本邸北側にある「戊辰戦蹟碑」。　荘内軍は船で川を下り、河湊長崎落合を守備する山形藩と激突。（⇒詳しくはＰ２０へ）

時代の変革を今に伝える
時代の変革を今に伝える「戊辰戦蹟碑」
「戊辰戦蹟碑」

め明め
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の
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の
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中山町の名所を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の

中山町の名所を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の
「戊辰戦蹟碑」「戊辰戦蹟碑」 （中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）

（中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）

ふるさと

シリーズ

再発見
！

議会新体制スタート    ２・３

１０月臨時会１０月臨時会

6月臨時会6月臨時会

自 治 功 労 者 表 彰自 治 功 労 者 表 彰

お気軽にお越しください。みんなの議会 傍聴しませんかみんなの議会 傍聴しませんか

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。66月月７７日（水）〜日（水）〜９９日（金）日（金）次回の定例会は

※議会全体の主な行事を抜粋し掲載しています。

日　付 行　　　　事 参加者
4月�

５日 山形広域炊飯施設オープニングセレモニー 議 長
総文委員長

２４日 春季消防演習 全 議 員
２９日 県縦断駅伝競走大会天童東村山チーム報告会 議 長

４月中 議会広報常任委員会 ３回開催
（なかやま議会だより第２１号） 広報委員

5月�
１１日 県および市町村長・議長会議 議 長
１６日 村山議長会定例総会 議 長
１７日 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 委 員
１７日 厚生産業常任委員会 委 員
２４日 全員協議会 全 議 員
２４日 治山・治水特別委員会　 委 員
２７日 議会運営委員会　 委 員

３０日～３１日 町村議会議長・副議長全国研修会 正副議長
6月�

２日 県議長会臨時総会 議 長　
８日～１０日 町議会６月定例会 全 議 員

８日 柏倉家住宅保存・利活用特別委員会 委 員
８日 厚生産業常任委員会 委 員
１０日 議員懇談会 全 議 員
１４日 国土交通省への要望活動 正副議長
１６日 全員協議会 全 議 員
２０日 議会運営委員会 委 員
２０日 全員協議会 全 議 員
２０日 町議会臨時会 全 議 員

５～６月中 議会広報常任委員会　７回開催
（なかやま議会だより第２２号） 広報委員

7月�
１２日 山形広域環境事務組合議会議員協議会 派遣議員

１２日～１４日 最上川中部水道企業団議会議員研修 派遣議員
１３日 町村議会広報研修会 広報委員
１９日 知事および村山総合支庁長への重要事業要望 議 長

２０日～２２日 村山議長会正副議長視察研修 正副議長
２５日 知事との意見交換会 議 長
２５日 山形広域環境事務組合議会定例会 派遣議員
２８日 最上川上流村山地区改修期成同盟会総会 議 長

8月�
１５日 中山町二十歳を祝う会 議 長
１８日 岩谷十八夜観音例祭 議 長
２４日 全員協議会 全 議 員
２４日 厚生産業常任委員会 委 員
２６日 議会運営委員会 委 員

9月�
３日 中山町安全・安心まちづくり町民大会 議 長
５日 山形県奥羽・羽越新幹線整備実現同盟促進大会 議 長

６日～１４日 町議会９月定例会 全 議 員
６日 柏倉家住宅保存・利活用特別委員会 委 員
１２日 議員懇談会 全 議 員
１４日 議会運営委員会 委 員
１４日 議員懇談会 全 議 員
２０日 令和４年度町村議会広報研修会 広報委員

２８日～２９日 置賜・村山両地方町村議会議長会合同研修会 議 長
10月�

５日 長崎小学校開校１４０周年記念式典 議 長
６日 最上・庄内・村山地方町村議会議長会

合同研修会 議 長
１１日 最上川中部水道企業団議会定例会 派遣議員

日　付 行　　　　事 参加者
１３日 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 委 員
１３日 議員懇談会 全 議 員
２４日 町村議会議員研修会 全 議 員
３１日 議会運営委員会 委 員
３１日 全員協議会 全 議 員
３１日 町議会臨時会 全 議 員

８～１０月中 議会広報常任委員会　７回開催
（なかやま議会だより第２３号） 広報委員

11月�
１日 県および市町村長・議長会議 議 長
９日 町村議会議長全国大会 議 長
１０日 町村議会議長行財政セミナー 議 長
１１日 議員懇談会 全 議 員

１４日～１６日 町議会議員視察研修 全 議 員
１８日 村山議長会正副議長・事務局長会議 正副議長
２４日 全員協議会 全 議 員
２８日 議会運営委員会 委 員

12月�
７日～９日 町議会１２月定例会 全 議 員

７日 柏倉家住宅保存・利活用特別委員会 委 員
９日 議会運営委員会 委 員
９日 治山・治水特別委員会 委 員
９日 議員懇談会 全 議 員
１３日 最上川中部水道企業団議会臨時会 派遣議員
１６日 中山町・山辺町両町議会議員協議会 全 議 員
２０日 村山地方町村議会議長会議員合同研修会 全 議 員

1月�
４日 新春を祝う会 全 議 員
８日 消防出初式 全 議 員
２３日 議会運営委員会 委 員
２４日 山形広域環境事務組合議会議員協議会 派遣議員

１１～１月中 議会広報常任委員会　６回開催
（なかやま議会だより第２４号） 広報委員

2月�
１日 町議会臨時会 全 議 員
１日 全員協議会 全 議 員
１日 議員懇談会 全 議 員
１日 柏倉家住宅保存・利活用特別委員会 委 員
７日 特定都市河川制度に関する研修会 全 議 員
７日 議員懇談会 全 議 員
１３日 タブレット研修会 全 議 員
１３日 県議長会定期総会 議 長

広報委員長
１４日 全員協議会 全 議 員
１５日 山形広域環境事務組合議会２月定例会 派遣議員
１９日 東京中山会ふるさとの集い 議員５名
２０日 議会運営委員会 委 員
２２日 田んぼダム効果解析報告会 全 議 員
２４日 村山地方町村会との懇談会 議 長
２８日 タブレット研修会 全 議 員

3月�
１日～１０日 町議会３月定例会 全 議 員

１０日 議員懇談会 全 議 員
１４日 中山中学校卒業証書授与式 議 長
１７日 長崎小学校・豊田小学校卒業証書授与式 正副議長
２４日 最上川中部水道企業団議会定例会 派遣議員

２～３月中 議会広報常任委員会 ３回開催
（なかやま議会だより第２５号） 広報委員

令和４年度 議会活動報告 議会１年の動き

このたびの受賞おめでとうございます。

斎藤眞一 議員 
全国町村議会議長会表彰
（在職１５年以上）受賞

　斎藤眞一議員は、平
成１９年に初当選され、
現在４期目となりま
す。その間、第２２・２４
代議長などを歴任し、
現在、総務文教常任委
員会副委員長、町監査
委員を務めています。

鎌上　徹 議長
山形県町村議会議長会表彰
（在職１１年以上）受賞

　鎌上徹議長は、平成
２３年に初当選され、現
在３期目となります。
その間、副議長、厚生
産業常任委員会委員長
などを歴任し、令和３
年１月より、第２６代議
長を務めています。

19 令和５年５月１日 発行令和５年５月１日 発行 18なかやま議会だより No.25なかやま議会だより No.25
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寄附金を活用し修繕された敷地内板塀

石子沢川流域治水を全体的に考え、特定都市河川の

指定を目指します
出典：国土交通省ウェブサイト

　　　（https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/index.html）

受付終了（１２／１３）までに３００万円を超える寄附がありました

�
（出典：ふるさとチョイス）

来年度は平日の団体見学受入れを検討

柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：佐竹英規）

石子沢川の特定都市河川指定に向けてスタート

治山・治水特別委員会報告（委員長：佐東幸治）

　１２月９日、治山・治水特別委員会が開催されました。

　町では、令和２年７月豪雨における内水被害の状況等を踏まえ、石子沢川流域の治水対策について、

国・県・町が連携して検討を行うため、「石子沢川流域治水勉強会」を立ち上げています。このたび、

その勉強会におけるこれまでの経過と今後の取り組み・スケジュール（案）について報告がありました。

１　これまでの経過

令和３年１２月１３日 第１回勉強会

「平成１８年石子沢川総合治水対策実施状況」、「最上川流域治水

プロジェクト」、「石子沢川流域の特徴・被害形態」から新たな

取り組みによる石子沢川流域の治水安全度向上を目標に勉強会

を設置

令和４年３月１５日 第２回勉強会 取り組み状況の確認、流域治水の各種制度、事例紹介

令和４年８月２９日 第３回勉強会 中山町における流域治水上の課題について、特定都市河川制度

の紹介

令和４年１０月２７日 先 進 地 視 察
福島県須賀川市、郡山市にて、特定都市河川指定に向けた視察 

阿武隈川と、その支流である釈迦堂川・逢瀬川・谷田川におけ

る流域水害対策検討会について説明・意見交換

令和４年１２月９日 治 山 ・ 治 水
特 別 委 員 会 石子沢川流域治水勉強会の経過を議会へ報告

令和４年１２月２１日 第４回勉強会 資料整理と研修会準備

令和５年２月（予定） 研 修 会 特定都市河川制度に関する研修会

３　スケジュール（案）

　令和５年度上期　石子沢川流域水害対策検討会設立

　令和５年度末　　石子沢川流域　特定都市河川指定

　令和６年度上期　石子沢川流域水害対策協議会設立

　令和６年度末　　石子沢川流域水害対策計画策定

　１２月７日、第２６回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催されました。

　報告された主な内容は以下のとおりです。

１　令和４年度の入館者数について

　今年度の入館者数については、１１月末現在、九左衛門家が１，４２０人（前年同時期比２２６人増）、惣右

衛門家が３１９人（前年同時期比７８人増）で、増加傾向にあることが報告されました。また、１１月３日

に行われた町民無料公開日には、町民３０人（中学生以下４人）の入館があり、引き続き町民優遇制度

を検討していくとのことです。さらに、平日に来館したいという団体見学の受入れ要望や、自治体等

からの行政視察の問い合わせが増えていることから、来年度は平日（月２回程度）の団体見学の受入

れについても検討していることが示されました。

２　旧柏倉家住宅保存活用計画策定の進捗状況について

　現在作成中の保存活用計画について文化庁調査官の事前ヒアリングを受けたところ、引き続き調査

および作成を進めて年度内に計画書を完成させるよう助言・指導があったため、１１月下旬に計画書を

文化庁へ提出するスケジュールを変更し、素案追加および精査、柏倉家住宅保存活用会議の開催を経

て、３月中に文化庁へ提出することが説明されました。

３　修繕計画等について

　修繕事業の財源確保のために実施している、ガバメントクラウドファンディングの状況が報告されま

した。実施期間１２月１３日までの目標金額３５０万円に対し、１２月７日現在で１０９万９０００円（町内１０件、県内

２６件、県外２０件）の寄附がありました。いただいた寄附金は避雷針ワイヤー修繕、敷地内板塀の修繕に

充てられたほか、３月ごろに実施予定の主屋茅葺屋根の一部葺き替えに充てることが説明されました。

４　令和５年度旧柏倉家住宅関係事業の実施方針について

　主な変更点として、公開事業については、観光需要の高まり等により入館者数が増加傾向にあるこ

とから、スタッフの資質を高め、受入れ態勢を強化するために公開業務の中にガイド業務を含めるこ

と、平日の団体見学の受入れ、季節感を出した展示企画に取り組んでいくことが説明されました。

　修繕事業については、「旧柏倉家住宅保存活用計画」の方針・基準に基づき適時修繕していくこと、

文化庁や文化財建造物保存技術協会に当面必要となる修理等について指導・助言を仰ぐことになりま

す。また、九左衛門家東側外塀門と惣右衛門家の雨漏り修繕を予定していることが説明されました。

２　今後の取り組み

　気候変動の影響による降雨量の増加を勘案し、「最上川中流・上流緊急治水対策プロジェクト」等

による最上川本川の河道掘削や遊水地整備による水位の低下を図る施策のほか、今後は石子沢川流域

からの流出抑制や貯留機能の向上など、関係機関が一体となった水害対策を一層促進するため、同流

域の「特
※

定都市河川の指定（大臣指定）」を経て、国・県・町が協働して浸水被害の防止を図る対策

に関する「流域水害対策計画」の策定を目指し、安全

なまちづくりを進めていく予定です。

※‌‌特定都市河川の指定とは、流域において著
しい浸水被害

が発生、また、そのおそ
れがある河川に対し、一

級河川

の場合、国土交通大臣が
指定し、国・流域自治体・

企業・

住民等、あらゆる関係者
が協働して取り組む体制

を整え

る手続きのこと。
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中山町の名所や行事を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の
中山町の名所や行事を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の「米の出来高日本一」の札「米の出来高日本一」の札（中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）

（中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）

ふるさと

シリーズ

再発見
！

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んで
もらえる内容にするため、感想・意見をいただいている

「広報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌ �写真と図表を使い、文章を読ませようとする工夫が
見られる。

◦‌ �一般質問記事は長く、読みにくいところがある。
◦‌ �柏倉家住宅の保存活用、石子沢川の取り組みなど、
町民が関心のある点を誠実に報告されている。

◦‌ �他県への研修報告は読者の目をひきつけます。‌
できたら、目立つように活字の字体を工夫したほう
がよいのでは。
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の
授
業
で
朗
読

を
褒
め
ら
れ
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
こ
と
が
話
す
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
っ
た
最
初
の
き
っ

か
け
で
す
。
そ
の
後
、
大
学
に

進
学
し
、
い
ざ
就
職
と
い
う
と

き
に
、
運
よ
く
ラ
ジ
オ
の
仕
事

に
就
け
て
、
ま
さ
に
天
職
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

大
津
さ
ん

大
津
さ
ん

光
ガ
イ
ド
役
と
な
り
町
案
内
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
一
緒
に

し
て
み
た
い
で
す
。
そ
れ
が
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
町
の
良
さ

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
町

に
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う

に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
お
店
同
士
の
つ
な
が

り
を
作
っ
て
い
き
、
周
遊
で
き

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
携

わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
達
磨
寺
や
小

塩
の
田
植
踊
り
、
土
橋
の

獅
子
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸

能
が
途
切
れ
ず
に
、
若
い

人
に
大
事
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
こ
と
も
自
慢
で
き

　
ラ
ジ
オ
カ
ー
リ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
県
内
各
地
を
回
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
ま
し
た
が
、
一
期
一
会
の
出

会
い
の
中
で
、
そ
の
人
の
キ
ラ

リ
と
光
る
部
分
を
見
つ
け
る
こ

と
が
嬉
し
く
、
人
と
の
出
会
い

は
宝
物
で
す
。

中
山
町
の
印
象
は

ど
う
で
す
か
？

　
　
　
　
　
昔
は
商
店
街
な
ど

賑
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
お
店
も
減
っ
て
し
ま

い
、
少
し
寂
し
く
思
い
ま
す
。

　
で
も
、
新
し
い
住
宅
地
が
で

き
た
り
、
若
い
人
が
新
し
く
お

店
を
始
め
た
り
、
地
域
の
つ
な

が
り
が
新
し
い
形
で
生
ま
れ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

中
山
町
で
自
慢
で
き
る

も
の
は
な
ん
で
す
か
？

　
　
　
　
　
県
内
で
一
番
小
さ

い
町
で
す
が
、
旧
柏
倉
家
住
宅

を
は
じ
め
地
域
の
宝
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

「
中
山
愛
」
あ
ふ
れ
る
人
た
ち

大
津
さ
ん

大
津
さ
ん

今号の表紙 一生懸命に過ごした学校生活との別れ
　町内でも４年ぶりに、マスクを外した卒業式となりました。
　これまでの生活を思い返し、居心地が良い場所であっても前に進み、たくさんの
別れと出会いを体験するこの季節。悲しみ、不安感、そして出会いの喜びは、子ど
もたちを大きく成長させてくれることでしょう。ご卒業おめでとうございます。

えがお
なかやま

シリーズ 「 町 民 の 笑 顔 」 写 真 を 募 集 し ま す
　なかやま議会だよりでは、「町民の笑顔」シリーズとして、皆さんの笑顔を表紙で紹介させていただく
予定です。自慢の笑顔写真をお持ちの方はぜひお寄せください。
　応募方法などについては、議会事務局（☎０２３－６６２－４３７０）までお問い合わせください。

①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ

※イベントは予告なく変更になる場合があります。

イベ ントイベ ント情報
山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市市 町町

五月人形展
①‌�令和５年４月２３日（日）～５月２０日（土）　

９：３０～１６：３０
　（月曜・祝日休館 ※こどもの日は開館）
②‌�山辺町ふるさと資料館
③‌�たくさんの五月人形、豪華な兜、幕末

の子ども用甲冑などを展示します。
④‌�山辺町ふるさと資料館 ℡０２３-６６４-５０３３

山辺
町

（仮）２０２３柏倉九左衛門家紅花まつり（予定）
①‌�令和５年７月上旬開催予定
②‌�重要文化財 旧柏倉家住宅
　‌�町指定文化財 旧柏倉惣右衛門家住宅
　旧柏倉喜作家住宅
　柏倉清右衛門家住宅
③‌�重要文化財 旧柏倉家住宅前に咲く紅

花鑑賞、黒塀沿いに点在する柏倉一族
の屋敷群を会場にした紅花にちなんだ
企画展示や行事が開催されます。

④‌�黒塀のまちなみ保存活用協議会
　（中山町教育委員会）� ℡０２３-６６２-２１７５

中山
町

ほんわ館 春の本フェス　
①‌�令和５年５月１４日（日）１０：００～１７：００
②‌�中山町立図書館 ほんわ館
　（一部 中央公民館駐車場）
③‌�本の世界の料理教室、おはなし会など
④‌�中山町立図書館 ほんわ館
� ℡０２３-６６２-６６８８

中山
町山形ワインバル

①‌�令和５年７月１日（土） 開催時間未定
②‌�上山城周辺
③‌�県内外のワイナリーが一堂に会する大

イベント。心地よい香りと豊かな味わ
いが自慢の“かみのやま産のワイン”や
ワインに合うさまざまなフードをお楽
しみいただけます。

④‌�一般社団法人 上山市観光物産協会
� ℡０２３-６７２-０８３９

上山
市

スマイルプロジェクト☆かみのやま
きらりきらり

①‌�令和５年７月２９日（土） 開催時間未定
②‌�三友エンジニア体育文化センター
　市民総合運動広場
③‌�みんなに夢と笑顔を与えるイベント
　‌�楽しめる催し物満載で、クライマック

スは夜空に開く大輪の花火
④‌�公益社団法人 上山青年会議所
� ℡０２３-６７２-７７２１

上山
市

柳沢地区在住
フリーパーソナリティ
県政広報番組「いき☆いき 
やまがた」リポーター

大
おお

津
つ

 幸
さち

恵
え

さん

プロフィール

　豊田小学校・中山中学校卒業。
　神奈川大学法学部卒業後、山形コミュニティ放
送株式会社に入社。その後、山形放送株式会社に
入社し、ラジオカーリポーターや午後の情報番組
を担当する。現在はフリーパーソナリティとして
活動し、You Tubeチャンネル「みらくるラジオ
なかやま」にも出演中。

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

中
山
町
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
、

必
要
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
町
の
魅
力
を
広
く

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
消
極
的

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
も
、
ま
ず
は
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
報

道
機
関
等
に
対
す
る
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
最

大
限
利
用
し
て
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

〝
貪
欲
さ
〟
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
育
て
て

も
ら
っ
た
こ
の
町
を
良
く
す
る

た
め
、
自
分
に
も
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
が
街
歩
き
の
観

大
津
さ
ん

大
津
さ
ん
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